
協定書

群マネの実施方針（大分県、跨線橋を所管する県内１５市町）
［自治体が抱える課題と群マネ導入で期待する効果］

（１）業務のマネジメント戦略

［実施内容］

①対象範囲（インフラ分野×業務プロセス）

②発注方式等
 契約期間の複数年化 ： 無

 性能規定の導入 ： 無

（２）自治体の束

（３）技術者連携、データ連携

①技術者連携の具体メニュー
⇒ 現地点検後の健全度判定は、大分県と受注者に施設管理者である
市町を加えた3者で実施することとしている。

②データ連携の具体メニュー
⇒ なし

 地方自治法上の共同処理制度の適用：無
 連携協力道路制度の活用：無

構造物の定期点検関連日常維持管理業務業務プロセス
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R4年度～ Ｒ４＿大分県、中津市、九重町の３県市町
Ｒ５＿大分県、臼杵市、豊後大野市、宇佐市の４県市
Ｒ６＿大分県、別府市、由布市の３県市
Ｒ７＿大分県、日出町の２県町
Ｒ８＿大分県、日出町、津久見市、豊後大野市、竹田市、宇佐市の６県町

「市町の発注事務軽減やコスト縮減、健全度判定に係る技術力支援」

代行パターン
（他自治体分も含めて、契約は一本化）

県内希望市町

事業者大分県

※跨線橋を所管する県内の市町（15/18）
大分市、別府市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市
津久見市、竹田市、杵築市、宇佐市、豊後大野市、由布市
日出町、九重町、玖珠町

委託費

一括発注
業務管理

R7.12月末時点の検討内容であり、今後の調整によって変更となる可能性があります。


